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■今月の鳥■

（小笠原）

パッと見はカラスで、大きさもそれに近いが
クマゲラはゆるやかな波状を描き
「コロコロコロ・・」
と鳴きながら飛ぶ。

主に樹内に巣くうアリを食べるのだが、
そのために楕円形にほる穴は木片がうず高く
積もり
「いや、あんたやりすぎだから・・」
と誰しもがツッコミをいれたくなる派手さ。

『チップタッチカップカムイ（舟を彫る神）』
と名付けたアイヌ民族の気持ちがわかってしまう

その生態から広い縄張りとなる大木のある森が
必要らしく、日本では数が減っており天然記念物
指定されている。

   クマゲラ
学名：Dryocopus martius
英名：Black Woodpecker
全長：46cm

『幻の鳥』な扱いをされる鳥。
飛ぶ姿が個人的には恐竜的（？）に感じる
のでプテラノドン（翼竜）の仲間と書き
たいところだがキツツキの類。
日本国内では最大のキツツキである。

落葉とは・・

秋が深まり気温が下がるに連れて木々は根から水分を吸い上げる力が弱くなります。

葉からの水分蒸発を防ぐため、葉と枝の間に栓のようなもの（離層）を作って葉を落とします。

このとき、葉と枝の間とで水分や養分の流れがせき止められるため紅葉が起こります。

紅葉とは・・

光合成により葉で作られていた糖分が離層の形成に

よって蓄積されます。この糖分からアントシアニン

という色素が合成されることによって起こります。

黄葉とは・・
離層が形成されることによって葉緑素が分解され、
もともと葉に含まれていた黄色の色素カロチノイドが
目立つようになって起こります。

■紅葉うんちく■

（村上）

羊蹄山避難小屋は 10 月 11 日

以降管理人不在になります。

雨が稜線で雪に変わってしまう

かなーーり怖い時期ですので、

不用意な登山は控えるように

お願いします。

ニセコパノラマライン、エコー

ラインの道路各線は平年 10 月

末から通行止めとなります。

ご注意下さい。
ニセコ某所で発見した
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